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研究課題名
小児におけるインフルエンザワクチンの重症化予防効果と連続接種の影響に関す
る研究

研究の意義・目的

　小児へのインフルエンザワクチン接種により、インフルエンザ発症後の重症化
を抑えることができるかについて、鼻汁中に排泄されるウイルス量減少効果など
も含めて評価します。また、近年、インフルエンザワクチンの連続接種がワクチ
ン有効性を減弱させる可能性が指摘されていますが、このような現象は主に成人
で報告されていることから、小児で同様の現象が認められるかについても検討し
ます。
　
　本研究では、厚生労働省研究班が2013/14～2017/18インフルエンザシーズンに
実施した「小児のインフルエンザ予防に関する疫学調査」で取得済みの試料（鼻
汁吸引液）と情報を使用します。小児へのインフルエンザワクチン接種の意義を
考えるにあたり、国内での論拠を提供することができます。

研究を行う期間 承認後～2025年3月31日

研究対象者の範囲

厚生労働省研究班が2013/14～2017/18インフルエンザシーズンに実施した「小児
のインフルエンザ予防に関する疫学調査」に参加したお子さまが対象になりま
す。お子さまの参加当時の年齢は6歳未満で、下記のいずれかの小児科診療所で保
護者から文書による参加同意をいただいた後、鼻汁吸引液とアンケート回答内容
をご提供いただいています。

【大阪府】ふじおか小児科、松下こどもクリニック、くぼたこどもクリニック、
八木小児科、武知小児科・内科

【福岡県】高崎小児科医院、しんどう小児科医院、やました小児科医院、横山小
児科医院、きよまつ小児科医院

　大阪市立大学大学院医学研究科が共同研究の代表施設として研究します。
　
　共同研究機関（大阪健康安全基盤研究所、旧：大阪府立公衆衛生研究所）
　から情報の提供を受けて研究します。

2013/14～2017/18インフルエンザシーズンに実施した調査にお子さまが参加され
た際、ご提供いただいた試料（鼻汁吸引液）と情報（アンケート回答内容）を、
本研究で使用させてください。

先行調査にご参加いただいたお子さまや保護者の方に、お電話などで直接問い合
わせることは一切ありません。 今回の調査は、下記の要領で行われます。

・すでにご提供いただいている試料（鼻汁吸引液）を用いて、大阪健康安全基盤
研究所（旧：大阪府立公衆衛生研究所）でインフルエンザウイルス量を測定し、
測定結果を大阪市立大学大学院医学研究科公衆衛生学に提供します。

・大阪市立大学大学院医学研究科公衆衛生学では、すでにご提供いただいている
他の情報情報（アンケート回答内容など）も含めて、データを分析します。

頂いた試料・情報の
提供方法

大阪市立大学大学院医学研究科公衆衛生学から他の機関に試料・情報を提供する
ことはありません。

共同研究機関の大阪健康安全基盤研究所（旧：大阪府立公衆衛生研究所）で測定
したインフルエンザウイルス量の結果は、特定の個人を識別できない形で大阪市
立大学大学院医学研究科公衆衛生学に提供されます。

頂いた試料・情報の
管理を行う責任者

　大阪市立大学大学院医学研究科公衆衛生学　教授　福島若葉

お願いする内容



この研究を行ってい
る施設（共同研究機
関）

　ふじおか小児科（院長：藤岡雅司）
　松下こどもクリニック（院長：松下享）
　くぼたこどもクリニック（院長：久保田恵巳）
　八木小児科（副院長：八木由奈）
　武知小児科・内科（院長：武知哲久）
　高崎小児科医院（院長：高崎好生）
　しんどう小児科医院（院長：進藤静生）
　やました小児科医院（院長：山下祐二）
　横山小児科医院（院長：横山隆人）
　きよまつ小児科医院（院長：清松由美）
　大阪健康安全基盤研究所（微生物部ウイルス課 主任研究員：森川佐依子）

代表施設のURL 　http://www.med.osaka-cu.ac.jp/kouei/

研究の成果を公表す
る方法

個人を特定できない形で、学会発表･論文発表などを行います。

研究に協力をしたく
ない場合

本研究の対象者の方は、主治医または問い合わせ先に連絡することによっていつ
でも本研究への参加を拒否することができます。また、研究への参加を拒否され
ても、診療に関する不利益等を受けることは一切ありません。

参加拒否のご希望や、研究に関するご質問がございましたら、主治医または下記
までお問い合わせください。

連絡先
大阪市立大学大学院医学研究科・公衆衛生学　担当：福島若葉
電話：06-6645-3756
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